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第119号（２面）2015年3月18日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************





◆ 奥平康弘さんの志を受けつぐ会


日　時　4月 3日(金) 14:00～


場　所　調布グリーンホール　参加費1,000円


発起人　大江健三郎さんなど10人





　調布「憲法ひろば」10周年記念集会で、憲法九条の意義を熱く語って下さった直後に急逝された奥平康弘さんの志を受けつぐために、九条の会の大江健三郎さんはじめ関係者の方々が発起人となって、調布で開催するものです。


　多くの方のご参加を呼びかけます。





　◎「調布憲法ひろば合唱団」もアメージング


　　グレイス」を歌います。出演していただけ


　　る方は3月21日(土)18:30～ グリーン小ホ


　　ールでの練習にご参加ください。当日3日


　　は11時にホールにお集まりください。


◆ 第１０１回（４月）例会　参加費300円


テーマ　集団的自衛権関連法案をどう読むか


日時　4月29日(水) 15:00～


お話　吉田健一さん


　(憲法会議代表幹事、三多摩法律事務所弁護士)　　場所　あくろすホール


◆ 第１０２回（５月）例会　参加費300円


調布・子どもと教育を考える市民会議学習会に合流


テーマ  今年の中学校教科書採択を考える(仮)


日時　5月29日(金) 18:30～　場所は交渉中


◆ 第１０３回（６月）例会　参加費300円


テーマ　南極は地球の九条だ


日時　6月14日(日) 午後


お話　柴田鉄治さん（南極賛歌の作詞者）


場所　たづくり映像シアター


みんなのまつりinたづくり参加


（12日～14日、南ギャラリーで南極の写真を展示）





 ● 木材に関して理解が大変進みました。ＣＬＴにより建築が大きく変わると感じました。林業と建築が共に育っていく気がしました。素晴らしい取り組みと情熱に敬意を表します。（渋谷区　井上国博）


 ● １００回目の例会おめでとうございます。この間１０年余に及ぶ会を途切れず続けてこられた事務局及びスタッフの方々、本当にご苦労さまでした。今後もこうした学習会を是非続けてほしいと思っています。木の使い方、本気で考えなければいけない時代になってきたと感じました。（多摩市　鈴木幸明）


 ● １年前に『里山資本主義』を読み、かなり関心をもっていましたので、今日の催しはとても楽しみにしていました。実践していらっしゃる中島社長の話はたいへん解りやすく、もっと多くの人に聴いてほしかったと思います。森林国家である日本はオーストリアのようなエネルギー政策が必要であるにもかかわらず、「どうしてこうも日本は変われないのだろうか？」と憤りを覚える近頃です。中島社長のような方に頑張っていただくしかないようです。行政、政治家を動かすのはかなり困難ではありますが、期待しております。（深大寺南町　矢木まり子）


 ● 林業の置かれている問題点、林業再生の仕組みづくりの必要性など、勉強になりました。（東つつじヶ丘　菅野千文）


 ● １００人ホール、装置小ホールとして、会場がよくできています。有意義なお話でした。（小金井市　長門厚）


 ● 木材の有難さは分かっていたつもりでしたが、今日のお話で「良いことづくめ」、人間の頭の使い方でこんなにも有効な物の使用ができるものかと、ただただ感嘆するばかりでした。最近まで人間の愚かさばかりみせつけられているので、情けなくてならなかったです。ぜひ人間の賢さを大いに発揮し、木材を使い切る仕組みをいっそう研究、生活に役立ててください。日本の遅れ、おかしさを、中島先生大いに指摘し、日本を、日本人を目覚めさせてください。（上石原　鵜澤希伊子）


 ● 登山で森林の美しさをみているが、それを上手にフル回転して、無駄なく生活に使えればこんなに良いことはない。エコで素晴らしい。どんどんお仕事を広げてください。（深大寺北町　二見真由美）


 ● 中島さんのお話はとても興味深いものでした。事業家として、発電にしてもＣＬＴにしても価格面で競争できるものでなければならないと考えておられることです。日本の広大な森林がありながら林業が産業として余りにも貧弱だという事です。ＣＬＴは高層建築ができることや熱効率の面で木材の新しい需要を喚起できると考えておられるようです。各地で自分たちの発電所が次々とできたり、地域の産業が盛んになることは新しい夢を与えてくれます。（菊野台　大野哲夫）
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